
高齢者施設での集団感染発生を想定した対策

小樽市保健所

１ 集団感染発症前の予防対策

・施設における症候性サーベイランスの実施によ
り、発熱者等の傾向に異変がみられた場合は、
速やかに保健所に連絡してもらい、保健所は
PCR検査など最優先で対応する。



２ 集団感染が発生した場合を想定して
以下の対応の検討

（１）病院に入院ができない場合があること

• 患者・家族に対し、施設内で多数の集団感染
が発生した場合、中等症、重症でも病院に入
院させることができず施設内で治療することに
なる場合がある。

• このことを事前に患者・家族に伝え、その際、
DNR※の意向を確認。

（※DNR…容態急変時に心肺蘇生措置を行わないこと）



（２）BPSD※のある認知症患者や
高度の介護が必要な患者

• 新型コロナウイルス感染症が軽症でも宿泊
療養や感染症病床での治療が困難で施設内
での療養とせざるを得ない場合があること。

• 宿泊療養(ホテルでの療養）には70歳未満、
持病が無いことなどの条件がある。

（※BPSD…認知症の行動・心理症状）



（３）集団患者発生時の
施設の対応について検討

• ①施設で軽症・中等症の患者の治療をする場合を想定して、
事前に施設のゾーニング等を検討する。

• 集団感染が発生した施設では介護職員が不足することが予
想されるため、事前に施設間の連携協力体制を関連するデ
イサービス部門も含めて構築する。

• この場合は、市として協力施設、協力介護職員に対する金
銭的手当てを講じるよう、務める。

• ③衛生資材の備蓄をする。

• サージカルマスク、N95、PPE、ガウン、消毒薬等について、
第3波に備えて備蓄をすすめる。



（４）集団感染が発生した施設で、

医師、看護師の応援が必要となる場合を

想定して市内4病院、医師会に支援を

要請する。

この場合、費用弁償について予算措置を

する。
































